
E-mail    office@yamasyo.net
U R L  http://www.yamasyo.net

雑　感

ガス代の節約

最近のお引渡し現場

各現場から

分　別

ー眼癒えて－

思文閣美術館＿松谷みよ子の仕事展

52

　ふらっと立ち寄った本屋で、見掛けた

書籍の帯 キャッチコピー『「々」はどう

読む？』に興味を引かれ、購入したのは

「漢字は日本語である」（小駒勝美著 新

潮新書）なる本。

　パソコンでこの字を打つ時には、「ｍａ

ｓｕｍａｓｕ」→変換→「益々」→「益

を削除」→「々」とやや面倒な手順を踏

んでいたのだが、「ｄｏｕ」を入力して

変換キーを押せば何番目かに「々」がち

ゃんと出てきた。「々」はもともと「仝」

が変化した記号であって、漢字ではない

とのこと。ふぅ～ん、知らなんだなぁ～

である。

　因みに東京は新宿駅隣の代々木駅は読

めても、千葉県の「酒々井」、北海道の

「枝々幸」、愛知県の「外々外」は読め

ない。それぞれ「しすい」「えだえさし」

「そとがいと」と読むとのこと。これも

まったく知らなんだなぁ～である。

　

　「問、聞、悶、閣、閥、閲」の部首は

との問い掛けがあり、すべて「門がまえ」

と思いきやさにあらず。結論から言うと、

「閣、閥、閲」は「門がまえ」、「問」

は口の部、「聞」は「耳の部」、「悶」

は「心の部」に属すと。

　何故かというと、部首は基本的に意符

（漢字の意味を表す部分。これに対して

音を表す部分は音符。）の部分を取るか

らとのこと。

　問、聞、悶は音読で「モン」と読み、

音符が「門」で意符がそれぞれ「口」「耳」

「心」となり、これらが部首になると。

閣は「カク」、閥は「バツ」、閲は「エツ」

と読み、音符が「各」「伐」「兌」で、意

符つまり部首は「門」になるという訳で

ある。理屈として確かに筋が通っている

とは思うが、昔、漢和辞典で漢字を探す

時に「何でここにないのか？」と悩んだ

原因がわかったような気がする。

　「想」は「ソウ」と読むので、音符が

「相」で、意符つまり部首が「心」。

　「賞」は音符が「ショウ（尚）」なの

で、意符イコール部首は「貝」。

　「幕」は「バク」と読み、音符は「莫」、

意符と部首は「巾」なり。

　実在の人物の名前、苗字は○○さん、

名前が縦棒一本の「｜」という人がいら

っしゃる由。この方のお名前は「すすむ」

とお読みするそうである。「｜」には反

対の意味があり、それは「しりぞく」だ

と。驚きである。どのように区別するか

というと、「すすむ」の時は下から上へ

書き、「しりぞく」の時は上から下へ書

くそうだが、書かれたものを後から見て、

書いた方向を知る術があるのかと思って

しまう。（毛筆なら分るかも知れないが）

　同じ字を上に一つ、下に二つの形で三

つ重ねた漢字。常用漢字では僅か「森、

品、晶」の三字しかないが、表外字には

轟、贔、姦、驫、犇など結構ある。馬が

三つの「驫」（読み：ひょう 意味：多く

の馬）、牛が三つの「犇」（読み：ほん,

意味：ひしめく）は初めて見たが、思わ

ず笑ってしまう。

　

　パソコンを使い出してから、漢字が書

けないときがある。手紙を書くときなど

「どんな字だったか」と悩むことしきり。

こんなときには、パソコンを辞書代わり

に使うのである。

　我が娘は只今小学校３年生。国語辞典

と漢和辞典を持ち、その両方には付箋が

数多付けられている。これに触発された

訳ではないが、私も「漢和辞典」を買う

ことにした。

 

「漢字は日本語である」の著者 小駒勝

美氏が編纂された「新潮日本語漢字辞典」

がそれである。

　この小駒氏、幼少の頃、夢の中に漢和

辞典が出てきて、早速親に購入をおねだ

りしたがそのときは絵本を買って貰われ

たようで夢叶わず。小学校１年生の春に

大人向けの漢和辞典を入手、ボロボロに

なるまで読み込んで、夏休みの自由研究

で何と漢和辞典を（小学校用の国語ノー

ト二冊分）作られたとのこと。

　漢和辞典は漢文を読むための辞典であ

って、現代の日本人が接する漢字はあく

まで日本語に使われる漢字。従って漢和

辞典で日本語に使われている漢字を調べ

るにはどうしても無理がある。熟語に関

しても日本で使われる意味よりも中国の

古典で使われる意味が優先されている。

漢字一字一字の意味も、日本語では、中

国の古典に使われるのとはかなり変化し

てきている。

　日本語の漢字を調べるためには、漢籍

から離れ、日本語に重点を置いた漢字辞

典が必要。何処にも無いなら作ろうとさ

れて作られたのが上記の漢字辞典。十一

年の歳月を費やされ昨年完成。入手が楽

しみである。

今回は、ガスコンロのガス代の節約について、クイズ形式で
まとめました。まずは、ガスコンロの節約に関する５つの質問に
○か×かインスピレーションでお答えください。
日頃どれだけガスの無駄使いをしていたかが分かります！

ガスコンロの ガス代の節約 ○×クイズ○×クイズ
知ってお得な節約術！

Ｑ１.大きい鍋よりも小さい鍋の方が、熱が伝わりやすくガス代の節約になる。

Ｑ２.鍋の底に水滴がついたまま火にかけても、熱効率は変わらない。

Ｑ３.強火より中火で時間をかけて調理した方が、ガス代がかからない。

Ｑ４.コンロやバーナーの汚れは、ガス代に何も影響しない。

Ｑ５.コンロに２つ以上バーナーがある場合、同じバーナーで続けて調理した

　　 方がガス代の節約になる。

Ａ１.× （大きい鍋の方が熱効率が良くガス代の節約に。また、鍋底は平たい方が熱

　　　　 　効率がアップするので、大きくて鍋底の平たい鍋を使うのがオススメ。）

Ａ１.× （鍋底が濡れたままだと、熱効率が約２％ダウン。

　　　　　 きちんと拭いてから火にかけるだけでガス代の節約に。）

Ａ１.○ （鍋から火がはみ出さない中火程度がガス代の節約のポイント。強火にして

　　　　　 火が鍋より外にはみ出すようでは、ガスの無駄使いになってしまい不経済。）

Ａ１.× （汚れが原因で熱効率が下がり、その分ガスを使う為、コンロ周りはまめに

　　　　 　お掃除を。目詰まりは、キリや竹串を差し込んで汚れを除去。）

Ａ１.○ （火を使うとバーナーも温まるので、冷えたバーナーを使うより、同じバー

　　　　　 ナーを使った方が、熱効率がアップしガス代の節約に。） 

解答 ～答えと節約のポイントをチェックしましょう～



松谷みよ子の仕事展

　デビュー作『貝になった子供』から最新作である『自伝 じょうちゃん』まで、

松谷みよ子さんの仕事は実に多彩です。幾重にも枝分かれしているかのような彼女

の作品の根底には、ライフワークである民話採訪が様々な形となって生きています。

　名著『龍の子太郎』のために筆をとってから50年にあたる今年、当館では「松谷

みよ子の仕事展」を企画いたしました。

　今もなお精力的に活動を続ける松谷みよ子さんの作品にあふれる魅力の深さ、広

さを彼女の人生と作品を追いながらご紹介します。是非ご来館ください。

2008年7月5日(土)～8月17日(日)

〒606-8203　京都市左京区田中関田町2-7　　
TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262
URL　http://www.shibunkaku.co.jp/artm/　

□開館時間：午前10時～午後5時

　　　　　　月曜休館（祝日の場合開館、翌火曜日休館）　

□入 館 料：一般700円（600円）高大生500円（400円）

　　　　　　小中生300円（200円）

　　　　　　（ ）内は前売・団体10名以上の料金

□主　  催：思文閣美術館　　   　

□監　　修：松谷たくみ　　　　

思 文 閣 美 術 館

●記念講演会（※先着100名 予約制）

・琵琶コンサート

　７月１９日（土）午後２時～３時

　 琵琶奏者：室井三紀さんによる、松谷みよ子さんの

　　　　　　 作品「龍の子太郎」「お月さんももいろ」
             などの演奏と琵琶のお話。

・講演会と被爆ピアノによるコンサート

　７月２７日（日）午後１時半～３時半（予定）

　 　　　　　広島の原爆を書いた松谷みよ子さんの

          　 作品『ミサコの被爆ピアノ』。

　　　　   　松谷みよ子さんのお話と、モデルとな

　　　　　   ったピアノによるコンサートを開催。
　　　『龍の子太郎』初版 

　 松谷みよ子著　講談社1960

分　別

宮 川 浩 一

　昨年の瓦版でも触れた事があるのですが、
中年の健康管理の一環として朝のジョギン
グ（散歩）を日課としています。と書いた
ことがありました。
　実はここ半年ほどは、冬で寒かった事や、
なかなか体調が優れなかった事、その気に
ならなかった事、要は自分に都合の良い言
い訳を並べてお休みをしていました。
　それがここ１ヶ月ほど前から、これも又
都合の良い言い訳を並べて、良い季節です
のでジョギングを再開いたしました。
　５:３０起床、外はすっかり日の出。私の
住まわせて頂いている地域は、幸いにも散
歩をするには、嵐山あり、大覚寺あり、そ
れはそれは毎日が観光気分と言っていいほ
ど恵まれた場所に居させてもらっています。
　今は１年の中でも最高の気候でしょう。
さわやかな気候に、萌え立つ緑、ホトトギ
スを筆頭に小鳥たちの心地良いデュエット。
至福の朝の１時間と言っても良いでしょう。
そんなさわやかな気分で歩いていると、最
近特に気がつくのは、極端にゴミの量（散
乱の量）が少ない事です。この時期（観光
時期）の嵐山の休日明けの朝といえば、あ
ちこちに生ゴミ、各種パックが散乱し、そ
れを狙うカラスが主役のような光景でした。　
　

地域の方々のご努力が勿論一番なのでしょ
うが、それにしても分別されたゴミ箱にき
ちんとゴミが処分され、散らかっているゴ
ミなど殆どない状態が、今の嵐山です。
　なんだかんだと言っても、老若男女、み
なさんゴミ問題についてきっちりとした認
識を持ち、各々が環境に少しづつ貢献して
いるんだなあと感動と自省をしている次第
です。
　聞きますと、今の小学校ではそういうゴ
ミの分別処分やリサイクル、環境問題につ
いて、結構な力をいれて教育をしていただ
いているとか。すばらしい事です。
　「分別」といえば、そもそも「種類わけ
する、区別する。」といった意味の他に、
「道理をよくわきまえること」「物事の善
悪、損得などをよく考える事」といった本
来の意味があります。
　先日、テレビ番組で今の小学校の先生の
仕事がどれだけの仕事の量で、どれだけ大
変なのかを撮影したビデオを父兄何人かに
見てもらい、感想を聞く番組がありました。
　私から見ても小学校の先生の仕事とは本
当に大変です。言う事を聞かない子供たち、
出来る子供、出来ない子供の混合集団、そ
んな集団への公平な教育の他に本来は家で
教えるべき「躾」までを要求されるのが、
現在の先生の環境のようです。
　私が子供だった時代のように叩いて無理
やり言う事を聞かすわけにはいかない。少
し行き過ぎた言葉ですら、父兄からすぐに
問題にされる。窮屈な環境です。
　そして一番怖いのは、それだけ制約され
た、手出しの出来ない先生の状況を、実は
子供はよく理解したうえで行動していると

いう事です。テレビを見ているだけでも気
の毒になりました。
　この先生のビデオを見終わった父兄に感
想を聞く場面がありました。「私たちも忙
しい。先生だけが忙しいわけではない。私
たちが出来ない事を学校でしてもらう事の
何処に問題があるのか」「民間企業はお客
様のご要望に必死で応えている。応えられ
ない社員はクビになる。父兄の要望に応え
られないなら辞めればいい」「税金は我々
が払っている。そこから給料を貰っている
人でしょう？　何がしんどいの」テレビ番
組ですから、構成上特に際立った意見を取
り上げているにせよ･･･ため息が出ます。
　分別。「道理をよくわきまえる。」親と
しての道理。社会人としての道理。商売の
道理。学校の先生に対する道理。
　このテレビ番組がどうのこうのではなく、
横浜市を筆頭にゴミ問題に対する個人・企
業の「作業としての分別」が、すばらしく
向上している反面、前述の教育問題や政治
（年金や税金）ファンドと称する実態経済
を伴わない投機マネー合戦（生活必需品の
値上がりの原因）、前回も触れさせていた
だいた食品表示偽装問題などなど、次代の
子供たちの為に、「法律に触れなければあ
り」ではなく、「心の分別」をよくわきま
えた社会活動へ、私たち大人はもう一つの
意味（本来の意味）での「分別」が必要さ
れているように思えてなりません。
　ゴミも道理も併せて要らないものは分別
回収できれば良いのに、と思う今日この頃
です。
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　先月から着工し、ようやく基礎が完成しそうです。
今回は今まで私が担当してきた洋風の家ではなく、純和
風の家なので、正直初めは戸惑いました。教科書の上で
しか知らなかった用語がたくさん出てきて、納め方ひと
つにしても洋風とは違う点がたくさんあったからです。
大工さんにはいろいろと教えてもらいました。
　でもやはり「百聞は一見に如かず」。その点では周辺
に参考になる家がたくさんあったので、理解するのに時
間はかかりませんでした。　
　また大工さん以外にも協力業者様にはいつもいろいろ
教えていただき、勉強させていただいています。
　今回は同敷地内での新築工事の為、既存家屋にお施主
様が住んでおられる状態での工事です。すごく研究熱心
なお施主様で、工法などで疑問に思われたことはすぐに
ご質問されます。
　また、自分が気付かなかったこともご指摘を受けます。
（本当は自分が先に気付かなければいけないのですが…）
　しかし、これは本当にありがたいことだと思います。�
本来私が現場にいるのは工事を安全に進めることもそう
ですが、やはりお施主様の意向を現場に伝え、それを形
にするのが第一だと思っています。
　お施主様は、家が建つことをすごく楽しみにされてい
ます。反対に不安に思う面ももっておられると思います。
その不安を少しでも安心に変え、お施主様が満足のいく
ものをつくるのが我々の仕事だと思います。
　来月には上棟の予定です。山庄に頼んで良かったと思
っていただけるように、日々勉強頑張ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 西 達 也  

　今回、私が初春から受け持ったのは、昔な
がらの商店が建ち並ぶ下京区の鉄骨３階建の
二世帯住宅新築現場です。
　施工において気を付けなくてはいけない事
は多々ありますが、今回特に気を付けた事は、構造が鉄骨
である事。普段木造住宅を主に担当しておりますので、工
程的に鉄と木の違いはありますがほぼ同じ流れで進みます。
　が、基礎から建て方（屋根までの骨組み）までの基本に
なる部分を、１ミリでも違わない様（当たり前の事ですが）
何回も何回も確認をし、（本当に周りの人に助けられなが
ら）より慎重に家の骨格となる工事を行いました。難しさ
を改めて痛感しました。
　そして工事的（ハード的）な事もさることながら、現場
は“生き物”です。人と人が息をしている所でもあるんで
す。朝の元気な挨拶、夕方の「お疲れ様です」の一言。こ
のちょっとの事が大きく現場を左右すると私は思います。
　特に職人さんには当然ですが、近隣の皆様との日頃のご
挨拶は非常に大切な事だといつも感じております。（一番
の現場監督ですから。）
　それに、一番大事なお施主様との心と心のお付き合い。
真心込めて、真剣に“お施主様の夢をご一緒に創らせて
頂く！”そんな気持ちが本当に大切だといつも心の片隅
にしまい、一日一日本気でお施主様が今、何を考え求め
られ、満足して頂けるか常にアンテナを張り巡らし、意
思の確認を行い、頑張っていきたいと思っております。
　私の今回の現場のキーワードは、「確認」です。

　　　　　　　　　　　　　　　        檜 田   勉

『各現場から』 ―現場監督の声―


